
街歩きのお供に! 手持ちスイーツ特集

仙台では珍しいモナカ専門店が文化横丁内に移転オープン。イタリア
料理のシェフである店主が手作りするずんだとカタラーナをモナカに
豪快にサンドした、「ずんだカタラーナ」は店の看板メニューだ。

1仙台市青葉区一番町2－3－37
2非公開
312：00～19：00（ラストオーダー18：30）　4不定休

●甘味処 すずや

見た目も華やかな和スイーツ

表面サクッ、中はしっとりのベルギーワッフルを、食べ歩きにもぴった
りなスティック型に。イースト菌を使用して発酵させた生地は食べご
たえ抜群で、パールシュガーの歯触りが食感のアクセント！

1仙台市青葉区中央3－7－5 仙台パルコ2  1F（外）
2022－738－7138
310：00～19：00　4仙台パルコ2に準ずる

●38mitsubachi 仙台パルコ店

新感覚のスティックワッフル

『KUROBOSHI』のチュロスは、タピオカ粉と米粉を使用したもっちり
食感が特徴。甘酸っぱいストロベリーチョコにシリアルをトッピングし
た「ストロベリーペブルス」は、カラフルな見た目が人気だ。

1仙台市青葉区一番町3－9－2 プラスビル1F
2080－6574－2410
310：00～19：00（土・日曜、祝日～20：00）　4無休

●K
クロボシ

UROBOSHI 仙台店

チュロスがカラフルにおめかし！
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新しい年はおいしい肉で元気に！ 肉祭り特集

2021年1月10日発行vol.24

　コロナ禍の中、いつもと違う年越
しを皆さまはどう迎えたでしょうか。
新年号は「どんと祭」に負けず、身
体も心も暖まる内容でお送りします。

「 」は2021年も読者の皆
様にとって有意義な情報を発信す
るよう心掛けてまいります。本年も変
わらぬご支援をお願いいたします。

最高級の山形牛をリーズナブルに味わえる『焼肉　
来来』が国分町にオープン！　オーナーの地元・
山形から直接仕入れる一頭買いの米沢牛＆山形
牛。単品商品から食べ飲み放題まで、厳選の味を
ぜひご賞味あれ。

1仙台市青葉区国分町2－11－2　2022－724－7566
317：00～翌3：00（ラストオーダー翌2：30）　4月曜

焼
やきにく らいらい こくぶんちょうてん
肉 来来 国分町店

仙台を代表する老舗ステーキレストランが、新た
にランチタイムの営業をスタート。仙台牛ももス
テーキのサンドイッチや季節ごとに変わる自家製
デザートまで、名店ならではの味と最高のもてな
しをよりカジュアルに楽しめると話題。

1仙台市青葉区立町15－3　2022－265－9449
311：30～15：00 ※鉄板焼 すていき小次郎（夜の部）は17：00～22：00にて営業 　4無休

茶
さりょう こじろう
寮 小次郎

ホテルで修行を積んだオーナーシェフが腕をふる
う洋食店の看板メニューは、岩手県産岩中豚と山
形県産米澤豚一番育ちを独自に配合して作るハ
ンバーグ。肉の旨みもさることながら、仔牛の骨
と赤ワインで煮詰めたソースも絶品だ。

1仙台市泉区実沢字中山北18－179　2022－342－9855
311：30～14：00、18：00～20：30 ※ハンバーグがなくなり次第終了 　4月曜（祝日の場合は営業）

サラマンジェ・ヒロ
ブラジルから取り寄せた専用機械で焼く本格シ
ュラスコの専門店。肉本来の味を引き立てる、日
本全国から厳選した塩を用意しているのも自慢。
常時10種類以上をラインナップしているので、好
みの塩を見るけるのも楽しみだ。

1仙台市青葉区一番町2－7－9 第七丸昌興業ビル3F　2022－398－3483　311：30～14：
30、17：00～23：00 ※ラストオーダー各30分前、ランチ営業は平日のみ 4不定休

シ
わシュラ
ュラスコ専門店 和シュラ

フランス料理やパティスリーなど店主の経歴を活
かして作るとんかつが話題。使用する豚は、東北
の銘柄豚から脂に甘みがのったものをその都度
厳選するのもこだわり。前菜から魚介フライも付
いた「とんかつコース」もおすすめ。

1仙台市青葉区五橋2－8－17 2Ｆ　2022－395－7491　311：00～ラストオーダー14：00、
17：00～21：00（ラストオーダー20：30）　4日曜、ほか不定休あり

とんかつ えんどう
五橋にオープンしたテイクアウトのからあげ専門
店は、プレーンから南蛮やねぎ塩、油淋鶏など
様々な味わいを用意。特殊な油削減装置で揚げ
ることで脂肪酸を大幅に削減しているので、ヘル
シーなのも嬉しく何個でも食べられる。

1仙台市若林区荒町100　2022－796－3738
311：00～21：00　4無休

伊
てんちをくらふ いつつばしほんてん
達なからあげ専門店 天地を喰らふ 五橋本店

　2020年は今まで誰も経験したことがない事態が数多く起こっ
た一年。これまでのように実家で家族と年末を過ごし、親戚一同が
顔を合わせて年始を迎えるのは難しいだろうな、と思っています。
　そんな状況下でも、仙台の街には新たな一歩を踏み出した飲食
店があります。開店間もなくコロナ禍の煽りを受けたり、未曾有の
状況下でもオープンしたり、新しい様式を取り入れるためにリニュ
ーアルをしたり。さらには世代交代を経て再び歩みを始めた店。飲
食店の挑戦を応援したい、という意味を込めました。紹介する店は
さまざま感染対策を講じていますが、訪れる際にはご自身でも対策
を意識していただけると幸いです。
　第２特集は、連載「みやぎの食材 歴史紀行」の特別版。年迎え
には欠かせない“お雑煮”がテーマです。宮城といえば、イクラがの
ったハゼだしの雑煮のイメージがありま
すが、果たしてそれはいつ頃から食べられ
始めたのか。地域で違うお雑煮にについ
て、郷土史家の菅野正道さんに解説して
もらいました。ご紹介したお雑煮は、市内
の飲食店に再現いただきました。ぜひ、発

　　　最新号は、新たなスタートを切った
飲食店＆仙台雑煮にフォーカス！

定期購読の申込みは
お近くの河北仙販まで

小

林です！

ちょっとお時間
よろしいですか?

編集長の間借りコラム

【巻頭特集】

仙台の飲食店、新たな出発
【第2特集】みやぎの食材 歴史紀行 特別版
「仙台雑煮」

河北仙販
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